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90％（90.8％（男性 89.7％、女性 91.9％））を超えた。1954 年度の高校
進学率が 50.9％（男性 55.1％、女性 46.5％）であったのであるから、ほ












































































































































年度 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1971 1973 1975 1977 1979 1981
（通学区）
小学区のある都道府県 19 16 15 16 17 18 17 17 15 15 15 15
中学区のある都道府県 32 33 33 31 31 29 29 35 36 36 36 36
大学区のある都道府県 28 31 33 33 30 30 31 32 36 36 36 34
（総合選抜制）
実施 8 9 7 7 8 8 8 12 15 15 14 14
不実施 38 37 39 39 38 38 38 35 32 32 33 33
（学力検査教科数）
9教科 46 46 46 23 6 3 2 2 1 1 1 1
5教科 0 0 0 18 34 35 37 36 38 38 40 41
4教科 0 0 0 2 2 2 1 0 0 0 0 0
3教科 0 0 0 3 3 4 5 8 7 7 5 4
その他 0 0 0 0 1 2 1 1 1 1 1 1
* 表にある「小学区」は 1 学区に 1 校、「中学区」は 1 学区に 2-6 校、「大学区」





















「補習廃止―広島の場合」（『世界』第 245 号、1966 年、188 頁）は、
前記した東京都教育委員会の通達発出以来、全国の小学校、中学校で補
習授業廃止の動きが強まり、広島市でも小学校長会と中学校長会が


































例えば、折原浩「中教審答申を批判する」（『中央公論』第 86 年第 11
号、1971 年、124-141 頁）は、大学入試に関して述べた箇所ではあるが、








































































率を 3 対 7 とする入学者選抜）などを踏まえ、公平性と連関させながら
多様化政策を問題視する記事や論文も数多く見られる。












「高校教育課程答申の 「人間像」」（『世界』第 289 号、1969 年、163-





























































































婦松野千恵子の「“わが子”をとおして」（『世界』第 341 号、1974 年、
232-234 頁）、そして東京都のレポーター日比野由紀の「教育制度の変


















































丹下保夫「高校入試と体育実技テスト」（『中央公論』第 81 年第 2 号、



















































































































































































































































第 84 年第 6 号、1969 年、208-216 頁）、なだいなだ「《ルポルタージュ》




「強まる公教育の「選別」体制」（『世界』第 296 号、1970 年、161-165 頁）
でも示されている。また、峯村保夫「教課審答申は“改善”だろうか」
















育法施行規則第 59 条第 4 項の削除によって転換することとなる。
19）本論文は 1966 年から 1980 年までの時期に高校入試を論じた言説を分析
してきたが、1970 年代には「高等教育の大衆化」も盛んに論じられていた。
マーチン・トロウは、高等教育はエリート段階（就学率：15％未満）から
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マス段階（同 50％未満）へ、そしてマス段階からユニヴァーサル段階（同
50％以上）へと量的に拡大するに伴って、教育の目的や機能、学生の選抜
基準などが質的に変容すると論じたが（マーチン・トロウ『高学歴社会の
大学―エリートからマスへ―』天野郁夫・喜多村和之訳、東京大学出
版会、1976 年。同前『高度情報社会の大学―マスからユニバーサルへ
―』喜多村和之編訳、玉川大学出版部、2000 年）、日本では大学、短期
大学、高等専門学校 4 年次、専修学校専門課程を含む高等教育進学率が
1977 年に 50％を超え、ユニヴァーサル段階に突入した。マス段階からユ
ニヴァーサル段階へと移行していく 1970 年代には、大学を始めとする高
等教育機関の入学者選抜が活発に論じられたものと想定できる。それゆえ、
本論文が対象とした時期、特に 1970 年代後半に照準して、大学入試を論
じる言説と高校入試を論じる言説とを比較し、異同を分析することによっ
て、高校入試を論じる言説実践の独自性を明確化することができるかもし
れない。
付記　本論文は、日本教育学会第 77 回大会ラウンドテーブルにおける発表に基
づくものであり、JSPS 科研費 17K04596（研究代表者：静岡産業大学佐藤知条）、
2018・2019 年度成城大学特別研究助成を活用した研究成果の一部である。
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